
～平成30年度交付決定額： 58,542 千円 平成31年度申請額： 838 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 10 その他事業（自主財源，民間団体，他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

　文化遺産に対する取組を市内全域に広げ、各地域住民の文化遺産に対する関心や意識を向上し、市民主導、文化
遺産愛好家主導による文化遺産の保存や伝承、活性化につなげることが可能である。また、行政やNPO、市民団体、
文化財保護団体とが連携、協力体制を構築することで、各地域だけでなく、市全域に取組みを広げることが可能で
ある。また、この取組を進めることにより、多くの観光客が訪れる犬山の更なる魅力向上が図られ、観光客の増加
を見込むことができる。

犬山市歴史的風致維持向上計画　平成21年３月11日策定済み。文化財保存活用地域計画については、本事業によ
り、これまで実施してきた悉皆調査等の成果を反映し、策定について検討を進める。

地方公共団体
担当部局課

犬山市教育委員会　歴史まちづくり課

 11「文化財保存活用地域計画」の作成・認定や「文化財保存活用大綱」の策定，「歴史文化基本構想」の策定
　　や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

地域文化財総合活用推進事業　実施計画

愛知県犬山市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

　本事業実施計画に係る全体の企画・調整や各補助事業に係る指導等は以下の担当課が行う。
　　主な担当課：役割
　　　教育委員会　歴史まちづくり課：文化財の取扱等に関する指導等
　　また、事業は次の団体が実施する。
　　　犬山文化遺産活用実行委員会（委員長：中村浩三）
　　　構成団体（犬山市教育委員会、犬山伝統音楽研究会）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

　犬山市全市博物館構想（平成14年策定）や歴史的風致維持向上計画（平成21年策定）を踏まえ、犬山市に固有の
文化遺産を活用した地域活性化や地元に根付く伝統文化の継承・発展を図るため以下の事業を実施する。また、計
画期間中、以下の事業を通じて、行政とNPO法人をはじめとする民間団体、文化財保護団体及び地域住民による文化
財保護・活用のための連携・協力体制の確立を目指す。

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～ 平成

犬山市文化遺産総合活用活性化事業
【計画の改善時期】

事業概要： 特に無し

事業概要： 特に無し

事業概要： 特に無し

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

33 年度

様式１－１



回 回

30% 50%

13 回 15 回 回 回

平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

平成 33 年度 20 回

設定根拠２： 地域主体の文化遺産普及啓発事業（イベント数）の実施件数

進捗状況２： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 28 年度 10 回 ⇒ 【目標値】

目標区分２： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分２： 地域の文化遺産を活用した取組数（本事業の取組を除く） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 地域主体の文化遺産普及啓発事業(イベント数） 関連事業: ①②③④⑤⑥⑦

20% 4%

年度

976,322 名 971,569 名 名 名 名 名

平成29年度の市所管文化財施設への入館者数の伸び率約1.02倍を参考とする。

進捗状況１： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

設定根拠１：

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の文化遺産への来場者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 市内文化財関連施設の入館者数 関連事業: ①⑤

目標値１： ⇒【現状値】 平成 29 年度 【目標値】970,393 名 平成 33 年度 1,000,000 名

様式１－１別紙①



名 名

32%

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

327 名 名 名 名

～ 平成 33 年度

事業概要：

犬山市内に残る災害関係の「伝承・物語」に隠された防災・教訓見える化を図る事業を実施す
る。伝承を学び、現地で学習する「災害歴史遺産」体験ワークショップの実施、紙芝居・寸劇
等により災害記録の見える化、災害歴史遺産を改めて考えるパネルディスカッションを実施す
る。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： イベント実施による歴史ファン及び事業への累計賛同者数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 200 名 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 600 名

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 32 年度 平成

20 名 名 名 名 名 名

20%

事業③：
いぬやま歴史物語「地域災害とその教訓を学
ぶ」

実施団体： 犬山市文化遺産活用実行委員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

「犬山祭の車山行事」は十三輌の車山と三つの練り物で構成され、車山の運行に併せて太鼓や
横笛による祭囃子が演奏される。囃子で使われる横笛のうち「能管」「篠笛」に着目し、これ
まで祭と共に伝承されてきた祭囃子の伝承と活性化を図るための演奏会を実施する。

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 演奏会出演団体の保存会会員数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 0 名 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 100 名

事業概要：

33 年度 4,000 PV

33 年度 平成 34 年度31 年度 平成 32 年度 平成

祭囃子活性化事業（演奏会） 実施団体： 犬山市文化遺産活用実行委員会

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

⇒

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

PV

75% 94%

PV PV PV3,138 PV 3,792 PV

事業②：

 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①： 犬山市文化遺産情報発信業務 実施団体： 犬山市文化遺産活用実行委員会

評価指標区分： ・アプリ等のダウンロード数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： アプリのダウンロード数

目標値：

～ 平成 33 年度

事業概要：
市内の文化遺産を巡るコンテンツ「犬山たび」について既存コンテンツの多言語化を図り、日本の文化に
触れてもらう。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 29 年度

【現状値】 平成 28 年度 600 PV 【目標値】 平成

様式１－１別紙②



30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成

（単位） （単位） （単位） （単位） （単位） （単位）

事業概要：
明治から昭和にかけて犬山の街で発展した長唄のうち、昭和初期に犬山を題材として作
成された「四季の犬山」を復元し、広く周知する演奏会を実施する。

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 市内関連団体の新規入会者数の増加

目標値： 【現状値】 平成 31 年度 10 （単位） ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 30 （単位）

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 33 年度

PV 703 PV PV PV

PV ⇒ 【目標値】 平成 33 年度

30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成

事業⑥： 長唄「四季の犬山」演奏会 実施団体： 犬山市文化遺産活用実行委員会

30 年度 ～ 平成 30 年度

PV PV

7%

事業概要：
過去に実施した悉皆調査により明らかになった市内の文化遺産をビジュアルや動画、説明等で紹介する
ホームページの新規作成を実施する。また、市内の文化遺産を『合戦場』『街道』『各地の祭』等の各
ジャンルに特化した市内全域を巡るパンフレットを作成する。

評価指標区分： ・ホームページ閲覧数（ＰＶ数） （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： ホームページの総アクセス数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0

0%

10,000 PV

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成

事業⑤： 文化遺産情報発信業務 実施団体： 犬山市文化遺産活用実行委員会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成

30 名

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

0 名 名 名 名 名 名

事業概要：

「犬山祭の車山行事」は十三輌の車山と三つの練り物で構成され、車山の運行に併せて太鼓や
横笛による祭囃子が演奏される。囃子で使われる横笛のうち「能管」「篠笛」に着目し、祭囃
子の伝承と活性化を図るため、横笛の仕組みや歴史、奏法の基礎を学習する講習会を実施す
る。

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 事業実施による祭の新たな担い手数（保存会）

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0 名 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度

事業④： 祭囃子活性化事業（講習会） 実施団体： 犬山市文化遺産活用実行委員会

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度



30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成

名 名 名 名 名 名

事業概要：
明治から昭和初期にかけて犬山の街で発展した長唄のうち、昭和初期に犬山を題材として作成
された「四季の犬山」を復元(譜面化、映像化）し、伝承を図る。

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 市内関連団体の新規入会者数の増加

目標値： 【現状値】 平成 30 年度 0 名 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 20 名

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

事業⑦： 長唄「四季の犬山」復元事業 実施団体： 犬山市文化遺産活用実行委員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 33 年度


